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平成２６年（行ウ）第５２１号 法人文書不開示処分取消請求事件      

原  告  レペタ・ローレンス 

被  告  独立行政法人 農業・食品産業技術総合研究機構 

 

原告準備書面  (４) 

２０１５年 ７月１０日 

 東京地方裁判所民事第３８部Ｂ１係  御中 

 

原告訴訟代理人 弁護士  古  本   晴  英  

 

同        弁護士  柳 原  敏 夫 

 

                     同       弁護士  神  山   美 智 子 

 

同       弁護士  船  江   理  佳 

 

目  次 

第１、請求の趣旨の変更について                    １頁 

第２、本訴に関する確認                        ３頁 

第３、訴状の誤記訂正                         ３頁 

 

本書面は、前回の期日において裁判所より原告に出された宿題の検討結果その他

である。 

 

第１、請求の趣旨の変更について 



 2

１、請求の趣旨の変更 

再考の末、原告準備書面(３)第１、１を撤回し、請求の趣旨第１項を次の通り変

更する。 

（変更前の請求の趣旨） 

１ 被告が原告に対し平成２５年１２月６日付でした法人文書不開示処分のうち全

部不開示とされた部分を取消す。 

（変更後の請求の趣旨）  

１ 被告が原告に対し平成２５年１２月６日付でした法人文書不開示処分のうち全

部不開示とされた別紙文書目録記載の各文書の部分を取消す。 

 

２、変更に関する請求原因事実 

(1)、本実験ノート 

原告準備書面(３)第１、２(1)を撤回し、次の通り主張する。 

訴状別紙請求文書目録記載の実験に関して、すべての実験実施者が作成したすべ

ての実験ノート、或いは実験野帳、フィールドノート、実験記録、実験日誌、研究

ノート。ラボノート。ラボラトリー記録、業務日誌、実験ファイル、実験ホルダー

などその他名称のいかんを問わず実験の生データ（raw data）を記録したすべての

書類（アナログデータ及びデジタルデータの全体。以下、本実験ノート1という）に

関する全部不開示処分の取消しの請求原因事実は、従前、主張してきた通りである。 

(2)、プロジェクト報告書 

 原告準備書面(３)第１、２(2)の通りである。 

                                                 
1 原告準備書面(１)２頁で、本件実験ノートを《本書面では、原告が取消を求める全部不開示決
定の対象である文書のうち被告職員の川田元滋氏（以下、川田氏という）と被告職員の大島正弘
氏（以下、大島氏という）がそれぞれ作成した実験ノート（両者を総称して本件実験ノートとい
う）》と定義したので、ここでは、本研究プロジェクトに関連して実施された実験のうち第一次
実験ノート裁判で審理の対象とされた「栽培」実験以外の全ての実験、すなわち遺伝子組み換え
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第２、本訴に関する確認 

１、別紙文書目録２記載の文書（プロジェクト報告書） 

 プロジェクト報告書とは前訴（第一次実験ノート裁判）の一審判決（平成２

６年８月２８日言渡。甲５）５頁(4)ウの「プロジェクトの報告書」と同じ意味

である。 

 

２、別紙文書目録２記載の文書（プロジェクト報告書） 

 プロジェクト報告書とは本件処分の法人文書２記載の４及び５の文書とは異なる。

プロジェクト報告書は年に数回作成するものだからである。  

 

３、別紙文書目録２記載の文書（プロジェクト報告書）の作成主体 

プロジェクト報告書の作成主体は川田元滋ひとりに限定する趣旨である。 

 

４、本件処分の法人文書３記載の各文書 

 本件処分の法人文書３記載の各文書に関する全部不開示処分は本訴で取消し

を求めない。 

 

第３、訴状の誤記訂正 

 訴状別紙請求文書目録本文１０行目の以下の論文の表記について誤記があっ

たので、訂正する（アンダーラインが訂正部分）。 

（訂正前） 

３、別紙論文「抗菌蛋白質ディフェンシンの多様な機能特性」 

                                                                                                                                          
稲の「開発」に関連して実施された全ての実験で作成された実験ノートを本実験ノートと呼ぶ。 
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（訂正後） 

３、論文「抗菌蛋白質ディフェンシンの多様な機能特性」（雑誌「化学と生物」

Vol.43 NO4に掲載。甲１１） 

以 上 
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文書目録 

 

１．本件情報公開請求日までの、訴状別紙請求文書目録記載の実験に関して、下記

の４名に限らずすべての実験担当者が作成したすべての実験ノート、或いは実験野

帳、フィールドノート、実験記録、実験日誌、研究ノート。ラボノート。ラボラト

リー記録、業務日誌、実験ファイル、実験ホルダーなどその他名称のいかんを問わ

ず実験の生データ（raw data)を記録したすべての書類（アナログデータ及びデジタ

ルデータ）。 

記 

ア、川田元滋  

イ、大島正弘  

ウ、矢頭治  

エ、平八重一之  

 

２．本件情報公開請求日までの、訴状別紙請求文書目録記載の実験に関して、川田元

滋が作成した、実験内容を検討し或いは報告するために作成したすべてのプロジェク

ト報告書（アナログデータ及びデジタルデータ）。 

以 上 

 

 

 

 


